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平成29年度
選ばれるまちを目指し、未来へ投資

第5次総合計画前期基本計画の最終年度として、市民生
活の安定を第一に、広域幹線道路の開通やインターチェン
ジの整備を好機と捉え、未来の伊勢原にとって必要な投資
を継続する予算としました。

財政課

29年度各会計予算総括表
会　計　名 29年度予算額 28年度予算との比較（伸び率）
一 般 会 計 315億3300万円 ＋4億3300万円（ 1.4％）

特
別
会
計

国民健康保険事業 122億800万円 ＋1億1700万円（ 1.0％）
下水道事業　　　 44億6700万円 ＋1億1100万円（ 2.5％）
用地取得事業 100万円 −3億3700万円（ -99.7％）
介護保険事業 65億3700万円 ＋7500万円（ 1.2％）
後期高齢者医療事業 11億8300万円 ＋4800万円（ 4.2％）
小　　計 　 243億9600万円 ＋1400万円（ 0.1％）

　　合　　計 559億2900万円 ＋4億4700万円（ 0.8％）

歳入（市に入るお金） （予算の使いみち）歳出

市債（市の借入金）
16億9760万円

人件費（職員給与や議員報酬など）
63億6574万8千円

自主財源合計 194億7632万7千円（61.8%）
依存財源合計 120億5667万3千円（38.2%）
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地方消費税交付金 17億4000万円
地方交付税 5億5000万円
地方譲与税 2億700万1千円
配当割交付金 9200万円
地方特例交付金 6900万円
その他の交付金 1億8900万円
諸収入 1千円

内　

訳

市税（市に納められる税金）
166億2699万5千円

市民税 79億1450万円
固定資産税 70億4710万円
都市計画税 8億4960万円
市たばこ税 6億4400万円
軽自動車税 1億7101万円
入湯税 68万5千円
特別土地保有税 10万円

内　

訳

繰入金 5億5563万9千円
分担金及び負担金 3億7155万円
使用料および手数料 3億3293万8千円
財産収入 1億9536万2千円
寄附金 9810万円

内　

訳

交付金など（国税などから市に交付されるお金）
28億4700万2千円

県支出金（県からの補助金など）
19億7485万7千円

国庫支出金（国からの補助金など）
55億3721万4千円

その他 15億5358万9千円

繰越金（前年度の残金として繰り越した財源）
5億5000万円

諸収入（ほかの項目に該当しないさまざまな収入）
7億4574万3千円

その他（維持補修費、予備費、積立金、災害復旧費など）
3億4175万8千円

公債費（市債の償還金など）
28億4063万8千円

補助費等（市が交付する補助金や市がかける保険料など）
19億5886万5千円

繰出金（特別会計に渡す財源など）
41億2941万6千円

物件費
（業務委託費や機器賃借料、消耗品代、印刷代、光熱水費、
電話代、郵便代など）
44億6824万6千円

扶助費
（社会保障制度の一環として、生活維持を図るための経費）
80億7617万8千円

普通建設事業費（道路や学校、公園などを整備する経費）
29億9245万1千円

貸付金（中小企業や勤労者などに対する貸付金）
3億5970万円

一般会計 315億3300万円
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市債の返済に

公債費
2万7912円
（+783円）

その他
3196円
（+53円）

市民一人当たりの予算の使いみち市民一人当たりの予算の使いみち ※平成29年3月1日現在の人口、10万1773人で算出。（　）内は前年度との比較

児童や障害者、高齢者
などの福祉のために

民生費
13万421円
（+5544円）

住民登録や交通安全対
策、選挙などのために

総務費
3万2590円
（+987円）

道路や河川、公園などの
整備・維持補修のために

土木費
4万1252円
（ｰ3160円）

小・中学校や生涯学習、
スポーツなどのために

教育費
2万3879円（ｰ287円）

ごみ処理や環境対策、
健康管理などのために

衛生費
2万6414円
（+1102円） 農業、林業の振興のために

農林水産業費
4047円（ｰ1026円）

商業や工業、観光
の振興のために

商工費
6443円
（ｰ91円）

消防や救急、
防災のために

消防費
1万3683円
（ｰ354円）

合計 30万9837円（＋3551円）

予算総額　559億2900万円

第5次総合計画中期戦略事業プランの29年度の主な取り組み
･･･新規の取組がある事業　　 ･･･充実させた取組がある事業 ※金額は新規・充実を含む全体の事業費

市 債 残 高
一般会計、特別会計ともに借り入れが減少し、平成29

年度の市全体の市債残高は減少する見込みです。市債の
借入は、後年度に財政負担をもたらすということを十分
認識した上で適切に管理・運営を図っていきます。

29年度末現在高（見込） 28年度末との比較
一 般 会 計 249億3776万3千円 −9億583万1千円

普 通 債 109億1014万5千円 −3億7176万8千円
特 例 債 140億2761万8千円 −5億3406万3千円

特 別 会 計 180億5260万2千円 −6438万2千円
下 水 道 事 業 174億8760万2千円 −6438万2千円
用地取得事業 5億6500万円 ±0円
合   計 429億9036万5千円 −9億7021万3千円

＊数値は、各年度末の元金（利息は含まない）の見込額です。
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市債残高と起債・償還額の推移
一般会計（普通債） 一般会計（特例債） 特別会計 起債 償還元金
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※数値は、各年度末の元金（利息は含まない）の見込額

健診を通じた健康づくり推進事業─ ─────── 254万4千円
…東海大学医学部との協働事業
として実施する｢健康バス｣によ
る測定会の実施回数の拡大

がん検診推進事業─ ───────────── 7580万4千円
…がん検診の日曜日の集団検診の拡大

いきいきシニア事業─ ───────────── 993万9千円
…介護支援ボランティアポイント制度を導入

妊産婦・新生児保健指導事業─ ──────── 4538万4千円
…妊婦健康診査の費用に対する助成額を増額

子ども・子育て支援事業計画推進事業─ ───3億1421万1千円
…認定こども園の新規開設や児童コミュニティクラブの充実な
どを支援

誰もが明るく暮らせるまち暮らし力

オンライン化などによる行政サービスの拡大─ ── 4761万5千円
…マイナンバーカードを利用した各種証明書のコンビニ交付を
開始

賦課徴収事務の改善─ ──────────── 2682万4千円
…納税コールセンターの業務を拡大

みんなで考え行動するまち自治力

企業立地促進事業─ ────────────── 148万3千円
…ロボット活用の新たな可能性を探る事業を実施

大山魅力再発見事業─ ──────────── 2710万5千円
…観光スマホアプリ活用策の企画やレインツーリズムのプロ
モーションを実施

日向魅力アップ事業─ ───────────── 355万8千円
…日向地区の観光基礎調査などを
実施

北インター周辺地区まちづくり推進事業─ ─── 8791万9千円
…まちづくり基本調査などをもとに、事業化に向けた検討をする

伊勢原駅北口周辺地区整備事業─ ─────── 4542万9千円
…街区ごとの土地利用を実現する検討調査を進めるとともに、
道路先行取得用地を活用して暫定バス乗降場を整備

個性豊かで活力あるまち活　力

低炭素社会をめざす省エネルギー推進事業─ ─── 557万3千円
…国民運動｢C

ク ー ル
OOL C

チ ョ イ ス
HOICE｣に賛同し、地球温暖化対策に向け

た普及活動を展開

ごみ減量化・資源化事業─ ─────────── 207万9千円
…燃やすごみとして処理をしている
剪
せん

定
てい

枝
し

の資源化を実施

都市計画道路田中笠窪線整備事業─ ────── 6億1666万円

公園長寿命化対策事業─ ─────────── 7269万1千円
…東富岡公園テニスコートを改修

住み続けたい快適で魅力あるまち都市力

防災機能を持つ公園整備推進事業─ ────── 3368万2千円
…伊勢原協同病院の移転跡地において公園工事に着手

建築物耐震改修促進事業─ ──────────── 300万円
…木造住宅の耐震診断および改修補助の増額、除却に対する補
助を追加

公共下水道地震対策事業─ ─────────2億7024万2千円
…汚水幹線管路の耐震化

公共下水道浸水対策事業─ ─────────1億7935万6千円

地域で助け合う安全で安心なまち安心力

※図はイメージです


